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地域経済動向調査ＶＯＬ－９３ 

【調査の概要】 

 本調査は、枚方市の委託事業として北大阪商工 

会議所が実施しているもので、地域経済の総合的 

な動向を把握することで、産業振興のための基礎 

資料として利用するとともに、地域の経営者等へ 

情報提供している。 

調査対象は、製造業、建設業、卸売業、小売業、 

飲食業、サービス業の６業種で、市内の主要な産 

業を網羅している。 

 企業規模は、製造業は全数を、その他の業種は、 

従業者規模５人以上の事業所から無作為抽出して 

いる。 

  調査方法は、往復はがきによるアンケート方式 

で、２０１３年１月上旬に８８７社に発送し、 

回答期限までに２１０社から回答が得られた。 

  全体の回答率は 23.7％で、業種別・規模別回答状況は、表１、表２の通りである。 
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【 概 要 】 

 

国内の景気は、一部に弱さが残るものの、下げ止まっている。個人消費は、底堅く推移している。 

先行きについては、当面は一部に弱さが残るものの、輸出環境の改善や経済対策、金融政策の効果な

どを背景に、景気回復へ向かうことが期待される。しかし、海外景気の下振れが、国内の景気を下押し

するリスクとなっている。また、雇用・所得環境の先行き等にも注意が必要である。 

 

 

政府は２月の月例経済報告で、景気の基調判断を前月の「弱い動きとなっているが、一部に下げ止ま

りの兆しもみられる」から「一部に弱さが残るものの、下げ止まっている」と変更した。企業の業況判

断については、「改善の動きがみられる」としている。物価の動向を総合してみると、緩やかなデフレ

状況にある。 

総務省が労働力調査において発表した平成 25 年１月の完全失業率（季節調整値）は、4.2%で、前月

に比べ 0.1P低下した。また、厚生労働省の発表した１月の有効求人倍率は 0.85倍で、前月に比べ 0.02P

上昇した。 

帝国データバンクによると、平成 25 年１月の倒産件数は 854 件で、前月比では 3.6％の増加となっ

たものの、前年同月比では 10.2%の減少となり、３ヵ月連続で前年同月を下回った。復興需要や設備投

資の増加などで、建設業の倒産件数が減少したことが背景にある。倒産件数のうち、不況型の倒産は

686 件である。構成比は 80.3％で、前月と比べると 4.0P、前年同月比でも 2.8P下回った。負債額別に

みると、負債 5,000万円未満の倒産は 451件で、構成比は 52.8%と過半数を占めている。資本金別では、

個人経営と資本金 1,000万円未満が 487件、構成比は 57.0%を占めている。憂慮されていた「金融円滑

化法利用後倒産」は 37 件判明し、前年同月を 15.6%上回った。１月までの累計倒産件数は 653 件に達

している。景気 D.Iは前月比 2.3P増の 38.0となり、２ヵ月連続で改善した。 

 円高による業績低迷を余儀なくされていた輸出産業は最近の円安傾向を歓迎し、製造業の景気 D.I

も改善しているが、一方で、円安により燃料費の負担が増加する運輸業などの倒産が今後増えること

が懸念される。 

 

 

（注）景気動向指標（D.Ｉ＝Diffusion Index） 

 ＝（増加・好転した企業の割合）－（減少・悪化した企業の割合） 
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２０１２年第４四半期（１０～１２月）の枚方市の、前期と比較した製造業の生産額、出荷額は、い

ずれも D.Iのマイナス幅が縮小している。製品在庫額は、適正企業が大多数を占めている。向こう３ヵ

月の景況感は、D.Iのマイナス幅が縮小している。 

前年同期比では、生産額の D.Iは僅かにマイナス幅が縮小している。製品販売価格、設備投資額の

D.I に大きな変化はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非製造業の、前期と比較した採算状況、資金繰りは、好転が増えて、D.Iのマイナス幅が縮小して

いる。 

前年同期と比較した売上額、客数・販売先数、設備投資額の D.I は、いずれも大きな変化はない。 
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業 種 別 の 景 気 動 向 

1.製造業の景気動向 

①【生産額】 

 前期と比べた当期（２０１２年１０～１２月）の生産額は、増加 25.3%、横這 33.7%、

減少 41.1%となっている。総合 D.I はマイナス 15.8P である。 

 業種別にみると、食料・飲料、鉄鋼・非鉄金属は増加が増え、D.I はマイナスからプラ

スへ転じている。繊維・衣服は減少が大勢を占め、D.I のマイナス幅が拡大している。紙・

出版・印刷は増加が半数を占め、D.I のプラス幅が拡大している。化学・プラスチック、

金属製品は増加が増え、D.I のマイナス幅が縮小している。一般機械は減少が過半数を占

め、D.I のマイナス幅が拡大している。その他の製造業は、前期０の増加がみられ、D.I

のマイナス幅が縮小している。 

 

 前年同期比では、増加 22.1%、横這 26.3%、減少 51.6%である。総合 D.I はマイナス 29.5P

である。 

業種別にみると、食料・飲料は増加が大勢を占め、D.I のプラス幅が拡大している。木

材・家具は増加と減少が拮抗している。紙・出版・印刷は増加が増え、D.I は０からプラ

スになっている。化学・プラスチックは横這が増え、D.I のマイナス幅が縮小している。

金属製品は増加が増え、D.I のマイナス幅が縮小している。一般機械は減少が大勢を占め、

D.I のマイナス幅が拡大している。電気機械は減少が半数を占めている。その他の製造業

は前期０の増加がみられ、D.I のマイナス幅が縮小している。 

（表４） 
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②【出荷額】 

 当期の出荷額は、増加 23.4%、 

横這 37.2%、減少 39.4%となって 

いる。総合 D.I はマイナス 16.0P 

である。 

業種別では、食料・飲料は増加 

が増え、D.I がマイナスからプラ 

スへ転じている。繊維・衣服は前 

期に引き続き、減少が７割以上を 

占めている。木材・家具は横這と 

減少が拮抗している。紙・出版・ 

印刷は増加が増え、D.I のプラス幅が拡大している。化学・プラスチックは増加が増え、

D.I のマイナス幅が縮小している。鉄鋼・非鉄金属は増加が４割を占め、D.I はマイナス

からプラスへ転じている。金属製品は減少が６割を占めている。一般機械は減少が過半

数を占め、D.I のマイナス幅が拡大している。電気機械の D.I には、大きな変化はない。

その他の製造業は、前期０の増加がみられ、D.I のマイナス幅が縮小している。  

（表５）  

 

③【製品在庫額】 

 前期と比べた製品在庫額は、 

不足 5.6%、適正 87.8%、過剰 

6.7%である。総合 D.I はマイ 

ナス 1.1P となっている。適正 

水準の企業が大多数を占めて 

いる。 

業種別にみると、食料・飲 

料、木材・家具、鉄鋼・非鉄 

金属、その他の製造業は、全 

ての企業が適正である。化学・ 

プラスチックは、前期０の不足がみられる。一般機械は前期と変わらない。 

（表６） 
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④【原材料仕入額】 

 前期と比べた原材料仕入額は、 

値上がり 21.7%、横這 73.9%、 

値下がり 4.3%である。総合 D.I 

はプラス 17.4P となっている。 

業種別では、食料・飲料は値 

上がりと横這が拮抗している。 

繊維・衣服は値上がりが７割以 

上を占めている。紙・出版・印 

刷は横這が大勢を占めている。 

化学・プラスチック、金属製品、 

一般機械は、横這が８割以上を占めている。鉄鋼・非鉄金属、電気機械は、前期０の値

上がりがみられる。その他の製造業は、横這が９割を占めている。 

（表７） 

⑤【製品販売価格】 

 前期と比べた製品販売価格は、値上がり 1.1% 、横這 77.4%、値下がり 21.5%となって

いる。総合 D.I はマイナス 20.4P である。 

業種別では、値上がりが１業種にみられる一方、値下がりは９業種にみられる。食料・

飲料は全ての企業が横這である。木材・家具、電気機械は横這と値下がりが拮抗してい

る。鉄鋼・非鉄金属は前期０の値上がりがみられる。 

 

前年同期比では、値上がり 3.2%、横這 65.6%、値下がり 31.2%となっている。総合 D.I

はマイナス 28.0P である。  

（表８） 
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⑥【採算状況】 

前期と比べた採算状況は、 

好転 10.5%、横這 51.6%、悪 

化 37.9%となっている。総合 

D.I はマイナス 27.4P である。    

業種別では、食料・飲料は 

横這が大勢を占めている。繊 

維・衣服は横這が半数を占め、 

D.I のマイナス幅が縮小して 

いる。木材・家具は全ての企 

業が悪化している。紙・出版 

・印刷は横這が大多数を占めている。化学・プラスチックは D.I がマイナスからプラス

へ転じている。鉄鋼・非鉄金属は悪化が半数を占めるものの、D.I のマイナス幅は縮小し

ている。金属製品、その他の製造業は、横這が増えて D.I のマイナス幅が縮小している。

一般機械は悪化が過半数を占め、D.I のマイナス幅が拡大している。 

（表９） 

 

⑦【資金繰り】 

 前期と比べた当期の資金繰りは、 

好転 8.7%、横這 65.2%、悪化 26.1 

%となっている。総合 D.I はマイナ 

ス 17.4P である。 

業種別では、食料・飲料は横這 

が大勢を占めている。繊維・衣服 

は、横這が増えて D.I のマイナス 

幅が縮小している。木材・家具は 

好転と悪化が拮抗している。紙・ 

出版・印刷、化学・プラスチック 

は、横這が大多数を占めている。鉄鋼・非鉄金属は前期０の好転がみられる。一般機械、

電気機械は悪化が増えて、D.I が０からマイナスになっている。 

（表１０） 
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⑧【受注状況】 

 前期と比べた当期の受注状況は、 

増加 16.8%、横這 37.9%、減少 45. 

3%である。総合 D.I はマイナス 28. 

4P である。 

 業種別では、食料・飲料は増加 

が半数を占めている。木材・家具 

は、横這と減少が拮抗している。 

紙・出版・印刷は前期に引き続き 

D.I がプラスとなっている。化学・ 

プラスチック、鉄鋼・非鉄金属、 

金属製品、その他の製造業は、前期０の増加がみられ、D.I のマイナス幅が縮小している。

一般機械、電気機械は減少が増え、D.I のマイナス幅が拡大している。 

（表１１） 

 

 

⑨【設備投資額】 

 前年同期と比べた当期の設備 

投資額は、増加 6.5%、横這 61. 

3%、減少 32.3%である。総合 D.I 

はマイナス 25.8P である。 

 業種別では、食料・飲料は横 

這が大勢を占めている。繊維・ 

衣服は減少が増えて、D.I のマイ 

ナス幅が拡大している。木材・家 

具、紙・出版・印刷は、全ての企 

業が横這である。鉄鋼・非鉄金属、 

金属製品は、横這が６割を占め、D.I のマイナス幅が縮小している。一般機械、その他の

製造業は、横這と減少が拮抗している。 

（表１２） 
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⑩【向こう３ヵ月の景況】 

 来期の景気見通しは、好転 

17.4%、横這 48.9%、悪化 33. 

7%となっている。総合 D.I は 

マイナス 16.3P である。 

 業種別では、繊維・衣服は 

好転が増えて、D.I はマイナ 

スからプラスになっている。 

木材・家具、その他の製造業 

は、横這と悪化が拮抗してい 

る。化学・プラスチックは横 

這が過半数を占めている。鉄鋼・非鉄金属、電気機械は悪化が半数を占めるものの、好

転が増えて D.I のマイナス幅は縮小している。金属製品は、前期０の好転がみられる。

一般機械は横這が半数を占めている。 

（表１３） 
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２.建設業の景気動向 

 建設業の売上額は、増加が増え、 

D.I のマイナス幅が縮小している。 

資材仕入価格と労務費は、前期に 

引き続き、横這が８割以上を占め 

ている。 

 工事引合件数は、増加が増え、 

D.I のマイナス幅が縮小している。 

受注単価は前期０の値上がりがみ 

られ、D.I のマイナス幅が縮小し 

ている。 

採算状況は前期０の好転が少数 

みられ、D.I のマイナス幅が縮小している。資金繰りは、横這が過半数を占めている。 

受注状況は、増加が増え、D.I のマイナス幅が縮小している。 

向こう３ヵ月の景況感は、前期０の好転がみられる。 

 

前年同期比では、売上額の D.I に大きな変化はない。受注状況は増加が増え、D.I のマ

イナス幅が縮小している。設備投資額は、横這が過半数を占めている。 

(表１４、図３) 
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３.卸売業の景気動向  

 卸売業の売上額は増加が 

増え、D.I のマイナス幅が 

縮小している。販売先数と 

客単価は、横這と減少が拮 

抗している。 

商品仕入価格は、横這が 

過半数を占めるものの、値 

上がりが増えて、D.I はマ 

イナスからプラスへ転じて 

いる。商品在庫は適正が大 

勢を占めている。商品販売 

価格は、横這が過半数を占 

めている。 

採算状況と荒利益率は、前期０の好転がみられる。資金繰りは９割以上が横這である。 

向こう３ヵ月の景況感は、前期０の好転見通しがみられ、D.I のマイナス幅が縮小して

いる。 

 

 前年同期比では、売上額は前期０の増加がみられ、D.I のマイナス幅が縮小している。

販売先数は減少が増え、D.I は０からマイナスになっている。設備投資額の D.I には回復

がみられない。 

（表１５、図４） 
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４.小売業の景気動向 

 小売業の売上額と客数は、 

減少が７割以上を占め、D.I 

のマイナス幅が拡大してい 

る。客単価は減少が６割以 

上を占め、D.I のマイナス 

幅が拡大している。 

商品仕入価格は、横這が 

６割以上を占めている。 

商品在庫は適正が過半数を 

占めるものの、やや過剰傾 

向がみられる。商品販売価 

格は前期０の値上がりがみ 

られる。 

 採算状況は悪化が７割以上を占め、D.I のマイナス幅が拡大している。資金繰りは、回

復がみられない。荒利益率は、前期に引き続き横這が半数以上を占めている。 

向こう３ヵ月の景況感は、好転見通しは依然として少数である。 

 

前年同期比では、売上額、客数は減少が大多数を占め、D.I のマイナス幅が拡大してい

る。設備投資額は減少が過半数を占め、D.I が後退している。 

（表１６、図５） 
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５.飲食店の景気動向 

 飲食店の売上額は、前期０の 

増加がみられるものの、減少が 

大多数を占めている。客数は前 

期０の増加がみられ、D.I のマ 

イナス幅が縮小している。客単 

価は前期と変わらない。 

採算状況と資金繰りは、横這 

が増え、D.I のマイナス幅が縮 

小している。荒利益率は、悪化 

が大勢を占め、D.I のマイナス 

幅が拡大している。 

向こう３ヵ月の景況感は、横這と悪化が拮抗している。 

 

前年同期比では、売上額は全ての企業が減少している。客数は減少が７割以上を占め、

D.I のマイナス幅が拡大している。設備投資額には、回復は見られない。 

（表１７、図６） 
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６.サービス業の景気動向  

サービス業の売上額と客数は、 

増加が増え、D.I のマイナス幅 

が縮小している。客単価は横這 

が６割以上を占めるものの、増 

加が増えて D.I のマイナス幅が 

縮小している。 

採算状況は、好転が増えて D. 

I のマイナス幅が縮小している。 

資金繰りは横這が７割以上を占 

めている。荒利益率は好転が増 

え、D.I のマイナス幅が縮小している。 

向こう３ヵ月の景況感は、横這が半数近くを占めている。 

 

前年同期比では、売上額は増加が増え、D.I はマイナスから０になっている。客数は増

加が増え、D.I のマイナス幅が縮小している。設備投資額には、大きな変化はない。  

（表１８、図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   枚方市の当期の特徴  

・製造業は、前期と比べて、生産額、出荷額が増加している。製品販売価格は引き続き

横這が大勢を占めている。今後の見通しについては、横這が増えている。  

・非製造業の前年同期比では、小売業、飲食店は D.I が後退している。サービス業の D.I

には回復がみられる。 
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自由意見 

業種名 規模 自由意見 

衣服・その他繊維

製造業 

Ａ 
世の中（日本）金利が下がり株価が上がり、日本中の人が

これで少しは気分的にも景気が良くなるように願います。 

Ｃ 

従業員の高齢化は進み、経済状況は低下の一方である。市

場性の高い商品を製造しているため、何とかして経営を続

けているが、新入社員の入社申出があっても、資金繰りが

苦しいため雇用できないのが残念。 

パルプ・紙・ 

紙加工品製造業 

Ｂ 
経済動向には透明感を感じない。 

今年は新政権に期待をかける。 

Ｅ 
・自民党の３本の矢が折れないことを祈ります。 

・シロアリにかじられないように。 

プラスチック製品

製造業 
Ｇ 

１～３月は 10～12 月に比して閉塞感がある。しかしなが

ら政権交代後の経済情勢・金融関係の刺激がどれぐらい影

響が出るのか？少しの期待感を持つ。 

車業界の海外シフトや部品の輸入増加により、受注が大幅

減少。新規開拓の遅れが課題である。 

非鉄金属製造業 Ｃ 
全てに悪い。先の見通し０またはマイナス。国内閉鎖で海

外で存続するか、思案です。 

一般機械器具 

製造業 

Ｄ 輸出に期待する。 

Ｆ 
平成 25 年１～３月は少し上向きになるみたいだが、４月

以降が見えていない。 

電気機械器具 

製造業 

Ｅ 
いつまで続くかわからないが、今のところ順調。 

円安、株高に期待。 

Ｇ 公共の予算投資を活発に。 

輸送用機械器具 Ｅ 
苦労した新用途の開拓にようやく明るさが見えてきまし

た。 

総合工事業 

Ｂ 
一般住宅の受注がなく、会社関係の工事で何とか。受注が

良くならない。 

Ｃ 

本格的な木造建築の当社等は大手企業の住宅会社に押さ

れ、昔ながらの得意先等本来の木の良さを見直す時期が来

るでしょうか。 

仕事がない。 

職別工事業 Ｂ 安い事は良い事か？？？ 

繊維・衣服等 

卸売業 
Ｂ 政権が移り、気分的にプラス思考になった。 

飲食料品卸売業 Ｅ 
当期の売上増は毎度の事ですが、当社の扱い商品の特徴と

して、夏場より秋口～冬の時季の方が、売上は伸びます。 

家具・建具・ 

じゅう器小売業 
Ｂ 

景気が良くなる…と信じて、コツコツ地道に、王道を進む

のみ。 

一般飲食店 Ｃ 何とか生き残れるか？ 

洗濯・理容・ 

浴場業 
Ｄ 

実体経済を考慮して、政権には増税先送りをお願いした

い。 

娯楽業 Ｄ 寒い。夜のお客様が減少。 

その他の事業 

サービス業 
Ｆ 楽観的なものは何一つない！！ 
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規模区分  Ａ＝１～３人、Ｂ＝４～９人、Ｃ＝10～19 人、Ｄ＝20～29 人、 

         Ｅ＝30～49 人、Ｆ＝50～99 人、Ｇ＝100 人以上 

 


